
母校訪問記

2
本
校
の
特
徴
や
イ
ベ
ン
ト
紹
介

本
校
で
は
、
学
科
ご
と
に
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
様
々
な
資
格
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

ま
す
。

ま
た
、
二
○
二
○
年
よ
り
県
内
の
農
業
関
係
高
校
一
一

校
一
分
校
が
（
一
社
）
熊
本
農
業
法
人
協
会
と
次
世
代
を

担
う
農
業
人
材
の
育
成
や
就
農
促
進
に
向
け
た
連
携
協
定

を
締
結
す
る
ほ
か
、
自
動
操
舵
補
助
シ
ス
テ
ム
登
載
の
大

型
ト
ラ
ク
タ
ー
と
農
薬
散
布
用
の
大
型
ド
ロ
ー
ン
を
導
入

し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
展
開
に
向
け
た
教
育
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

本
校
の
特
徴
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

○
体
育
大
会（
五
月
）…
農
業
高
校
な
ら
で
は
の
競
技
が
多
数
あ

り
ま
す
。
中
で
も
魅
力
的
な
の
が
鍬
を
使
っ
た
鍬
体
操（
一

年
）、
相
撲
の
動
作
を
取
り
入
れ
た
相
撲
体
操（
二
年
）、
東

京
農
業
大
学
で
有
名
な
大
根
踊
り（
三
年
）で
す
。

※
現
在
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
鍬
体
操
・

相
撲
体
操
・
大
根
踊
り
な
ど
多
数
未
実
施
お
よ
び
縮
小

○
収
穫
感
謝
祭
・
南
園
祭（
十
一
月
）…
年
間
を
通
し
て
動
植
物

の
管
理
実
習
や
学
び
の
過
程
で
得
ら
れ
る
収
穫
の
恵
み
に
感

謝
し
、生
徒
自
ら
で
調
理
し
た
カ
レ
ー
を
会
食
し
ま
す
。（
お

米
や
お
肉
は
学
校
で
作
ら
れ
た
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。）

ま
た
、
南
園
祭
で
は
、
実
習
製
品（
米
、
ハ
ム
、
花
、
卵
な
ど
）

を
直
売
し
多
く
の
地
域
住
民
や
保
護
者
の
方
々
に
好
評
で
す
。

3
農
業
土
木
科
の
紹
介

本
科
で
は
、
農
業
土
木
設
計
・
測
量
・
農
業
土
木
施
工
・

水
循
環
な
ど
の
専
門
科
目
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、「
農
業

土
木
」
の
科
名
を
残
す
県
内
唯
一
の
学
科
で
す
。「
公
務

員
合
格
」
と
「
国
家
資
格
取
得
」
を
目
標
に
農
業
と
農
村
・

地
域
を
支
え
る
技
術
者
を
育
成
す
る
学
科
で
す
。

○
農
業
土
木
科
の
基
本
方
針
・
指
導
目
標

「
慮
る
」
人
材
の
育
成
を
基
本
方
針
と
し
て
、
公
務
員

希
望
者
は
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
配
慮
し
、
業
務
は
考
慮

し
、
災
害
時
の
対
応
を
憂
慮
す
る
。
就
職
希
望
者
は
、
周

囲
を
顧
慮
し
、
技
術
者
と
し
て
ミ
ス
が
な
い
よ
う
に
千
慮

す
る
。
進
学
者
は
、
自
身
の
将
来
を
熟
慮
し
、
遠
慮
深
謀

す
る
。

熊本農業高等学校

本
校
の
校
訓
は
、『
敬
天
愛
人
』、
建
学
の
精
神『
其
手
足
を
低

き
地
に
働
か
し
、
心
を
高
き
天
に
置
け
よ
』を
教
育
の
基
本
と

し
、
農
業
教
育
を
通
し
て
豊
か
な
人
間
性
と
社
会
を
生
き
抜
く

力
を
育
み
、
志
を
高
く
掲
げ
進
化
を
続
け
る
人
材
を
育
て
る
と

と
も
に
、
活
気
に
満
ち
溢
れ
た
学
校
創
り
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

教
育
ス
ロ
ー
ガ
ン『
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
〜
夢
を
目
標
に
、

挑
戦
・
努
力
・
継
続
〜
』の
も
と
、
目
指
す
生
徒
像
と
し
て
、

⑴
自
他
を
認
め
協
働
す
る
生
徒

⑵
問
題
の
本
質
を
探
り
、
課
題
解
決
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組

む
生
徒

⑶
夢
を
目
標
に
変
え
て
、
挑
戦
し
努
力
を
継
続
で
き
る
生
徒

個
性
を
磨
く
と
と
も
に
、
多
様
性
を
認
め
、
周
囲
と
協
働
し

て
課
題
を
発
見
し
、
解
決
に
取
り
組
み
、
夢
を
目
標
に
変
え
て
、

挑
戦
し
努
力
を
継
続
で
き
る
熊
農
生
！
を
掲
げ
、
生
徒
一
人
一

人
が
経
験
を
も
と
に
成
長
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
を
込
め

て
い
ま
す
。

さ
て
、
農
業
土
木
科
は
昭
和
十
九
年
に
創
設
以
来
、
現
在
ま

で「
農
業
土
木
」を
冠
す
る
学
科
と
し
て
大
学
進
学
・
公
務
員
や

建
設
業
界
へ
の
就
職
な
ど
、
産
業
基
盤
と
な
る
農
地
の
保
全
・

発
展
に
寄
与
す
る
多
く
の
農
業
土
木
技
術
者
を
育
成
し
地
域
社

会
へ
人
材
を
送
り
込
ん
で
き
ま
し
た
。
特
に
公
務
員
へ
の
合
格

率
の
高
さ
は
、
本
科
の
魅
力
で
も
あ
り
入
学
し
て
く
る
多
く
の

生
徒
や
保
護
者
も
公
務
員
を
志
望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
連

産
業
へ
の
進
学
や
就
職
す
る
生
徒
も
お
り
、
偏
り
が
な
い
学
科

と
し
て
生
徒
の
進
路
選
択
を
叶
え
る
特
色
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
本
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
不
屈
の
南
園
魂
で
、

将
来
の
農
業
土
木
技
術
者
や
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
資
質
を
磨

い
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

校

長

　
　田
畑

淳
一

校長　田畑　淳一
熊本県熊本市在住、矢部高校普
通科、筑波大学第二学群農林学
類を卒業し、熊本県立鹿本農業
高校、球磨農業高校、熊本県職
員課、高校教育課指導主事・主
幹、文部科学省教科調査官、天
草拓心高校副校長、鹿本農業高
校校長を経て、令和4年熊本農
業高校校長、現在に至る。

相撲体操の様子

水理実習状況

大型トラクター（自動操舵補助システム）

測量実習状況

　土地改良事業を円滑に推進していくためには、それを担い得る農業農村工学系の若い技術者の育成、
確保が緊急の課題となっている。このため、全国の農業農村工学系の教育現場の学校を紹介すること
により、関係者の関心を高め、若い技術者の育成、確保につなげることとした。
　今回の訪問先は、農業関係高校（全日制）で生徒数日本一を誇り、公務員への就職率が高い熊本農
業高等学校（以下、熊本農業高校）を訪れた。現在、農林水産省には約100名（現役のみ農業土木職以
外も含む）もの卒業生が在籍している。

母校訪問記

訪問者 九州農政局農村振興部設計課　課長補佐 安武　秀一（農業土木科　昭和60年卒）
九州農政局土地改良技術事務所　専門技術指導官 岡村　政廣（農業土木科　平成3年卒）
九州農政局農村振興部設計課　係長 服部　隼人（農業土木科　平成7年卒）
九州農政局八代平野農業水利事業所　係長 林田　大輔（農業土木科　平成12年卒）
九州農政局筑後川下流福岡農業水利事業建設所　係員 森　　隼人（農業土木科　平成28年卒）

●校訓「敬天愛人」～天を敬い 人を愛する～
農業高校生として、大自然の力を尊いものとして敬い、人（生き物）に
対して慈愛をもって接すること。
●建学の精神「其の手足を低き地に働かし 心を高き天に置けよ」
しっかりと大地を耕し、地域に根ざしながら、志や理想は高く、上を向
いて生きることが大切だという意味。
※熊農初代校長 河村 九淵（ちかすえ）先生が残した言葉

～其の手足を低き地に働かし 心を高き天に置けよ～

農業関係高校で生徒数日本一を誇る
熊本農業高等学校（通称：熊農）

“敬天愛人”

1
本
校
の
概
要

本
校
は
、
明
治
三
十
二
年
に
開
校
し
、
創
立

一
二
四
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
農
業
高
校
で

す
。
校
訓
「
敬
天
愛
人
」、
建
学
の
精
神
「
其

の
手
足
を
低
き
地
に
働
か
し
心
は
高
き
天
に

お
け
よ
」
を
教
育
の
基
本
と
し
、
地
域
や
社
会

を
支
え
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
熊
本
県
の
農
業
の

中
心
的
な
役
割
を
担
う
農
業
経
営
者
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
育

成
す
る
学
校
で
す
。

現
在
、
農
業
科
、
園
芸
・
果
樹
科
、
畜
産

科
、
生
活
科
、
農
業
経
済
科
、
食
品
工
業
科
、

農
業
土
木
科
の
七
学
科
が
あ
り
、
生
徒
数
は
、

八
二
八
人
と
農
業
関
係
高
校
（
全
日
制
）
の
中

で
日
本
一
生
徒
数
の
多
い
学
校
で
す
。

熊本
長崎

佐賀
福岡

熊本農業高等学校

訪問状況

母校訪問記

2
本
校
の
特
徴
や
イ
ベ
ン
ト
紹
介

本
校
で
は
、
学
科
ご
と
に
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
様
々
な
資
格
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

ま
す
。

ま
た
、
二
○
二
○
年
よ
り
県
内
の
農
業
関
係
高
校
一
一

校
一
分
校
が
（
一
社
）
熊
本
農
業
法
人
協
会
と
次
世
代
を

担
う
農
業
人
材
の
育
成
や
就
農
促
進
に
向
け
た
連
携
協
定

を
締
結
す
る
ほ
か
、
自
動
操
舵
補
助
シ
ス
テ
ム
登
載
の
大

型
ト
ラ
ク
タ
ー
と
農
薬
散
布
用
の
大
型
ド
ロ
ー
ン
を
導
入

し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
展
開
に
向
け
た
教
育
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

本
校
の
特
徴
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

○
体
育
大
会（
五
月
）…
農
業
高
校
な
ら
で
は
の
競
技
が
多
数
あ

り
ま
す
。
中
で
も
魅
力
的
な
の
が
鍬
を
使
っ
た
鍬
体
操（
一

年
）、
相
撲
の
動
作
を
取
り
入
れ
た
相
撲
体
操（
二
年
）、
東

京
農
業
大
学
で
有
名
な
大
根
踊
り（
三
年
）で
す
。

※
現
在
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
鍬
体
操
・

相
撲
体
操
・
大
根
踊
り
な
ど
多
数
未
実
施
お
よ
び
縮
小

○
収
穫
感
謝
祭
・
南
園
祭（
十
一
月
）…
年
間
を
通
し
て
動
植
物

の
管
理
実
習
や
学
び
の
過
程
で
得
ら
れ
る
収
穫
の
恵
み
に
感

謝
し
、生
徒
自
ら
で
調
理
し
た
カ
レ
ー
を
会
食
し
ま
す
。（
お

米
や
お
肉
は
学
校
で
作
ら
れ
た
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。）

ま
た
、
南
園
祭
で
は
、
実
習
製
品（
米
、
ハ
ム
、
花
、
卵
な
ど
）

を
直
売
し
多
く
の
地
域
住
民
や
保
護
者
の
方
々
に
好
評
で
す
。

3
農
業
土
木
科
の
紹
介

本
科
で
は
、
農
業
土
木
設
計
・
測
量
・
農
業
土
木
施
工
・

水
循
環
な
ど
の
専
門
科
目
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、「
農
業

土
木
」
の
科
名
を
残
す
県
内
唯
一
の
学
科
で
す
。「
公
務

員
合
格
」
と
「
国
家
資
格
取
得
」
を
目
標
に
農
業
と
農
村
・

地
域
を
支
え
る
技
術
者
を
育
成
す
る
学
科
で
す
。

○
農
業
土
木
科
の
基
本
方
針
・
指
導
目
標

「
慮
る
」
人
材
の
育
成
を
基
本
方
針
と
し
て
、
公
務
員

希
望
者
は
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
配
慮
し
、
業
務
は
考
慮

し
、
災
害
時
の
対
応
を
憂
慮
す
る
。
就
職
希
望
者
は
、
周

囲
を
顧
慮
し
、
技
術
者
と
し
て
ミ
ス
が
な
い
よ
う
に
千
慮

す
る
。
進
学
者
は
、
自
身
の
将
来
を
熟
慮
し
、
遠
慮
深
謀

す
る
。

熊本農業高等学校

本
校
の
校
訓
は
、『
敬
天
愛
人
』、
建
学
の
精
神『
其
手
足
を
低

き
地
に
働
か
し
、
心
を
高
き
天
に
置
け
よ
』を
教
育
の
基
本
と

し
、
農
業
教
育
を
通
し
て
豊
か
な
人
間
性
と
社
会
を
生
き
抜
く

力
を
育
み
、
志
を
高
く
掲
げ
進
化
を
続
け
る
人
材
を
育
て
る
と

と
も
に
、
活
気
に
満
ち
溢
れ
た
学
校
創
り
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

教
育
ス
ロ
ー
ガ
ン『
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
〜
夢
を
目
標
に
、

挑
戦
・
努
力
・
継
続
〜
』の
も
と
、
目
指
す
生
徒
像
と
し
て
、

⑴
自
他
を
認
め
協
働
す
る
生
徒

⑵
問
題
の
本
質
を
探
り
、
課
題
解
決
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組

む
生
徒

⑶
夢
を
目
標
に
変
え
て
、
挑
戦
し
努
力
を
継
続
で
き
る
生
徒

個
性
を
磨
く
と
と
も
に
、
多
様
性
を
認
め
、
周
囲
と
協
働
し

て
課
題
を
発
見
し
、
解
決
に
取
り
組
み
、
夢
を
目
標
に
変
え
て
、

挑
戦
し
努
力
を
継
続
で
き
る
熊
農
生
！
を
掲
げ
、
生
徒
一
人
一

人
が
経
験
を
も
と
に
成
長
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
を
込
め

て
い
ま
す
。

さ
て
、
農
業
土
木
科
は
昭
和
十
九
年
に
創
設
以
来
、
現
在
ま

で「
農
業
土
木
」を
冠
す
る
学
科
と
し
て
大
学
進
学
・
公
務
員
や

建
設
業
界
へ
の
就
職
な
ど
、
産
業
基
盤
と
な
る
農
地
の
保
全
・

発
展
に
寄
与
す
る
多
く
の
農
業
土
木
技
術
者
を
育
成
し
地
域
社

会
へ
人
材
を
送
り
込
ん
で
き
ま
し
た
。
特
に
公
務
員
へ
の
合
格

率
の
高
さ
は
、
本
科
の
魅
力
で
も
あ
り
入
学
し
て
く
る
多
く
の

生
徒
や
保
護
者
も
公
務
員
を
志
望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
連

産
業
へ
の
進
学
や
就
職
す
る
生
徒
も
お
り
、
偏
り
が
な
い
学
科

と
し
て
生
徒
の
進
路
選
択
を
叶
え
る
特
色
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
本
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
不
屈
の
南
園
魂
で
、

将
来
の
農
業
土
木
技
術
者
や
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
資
質
を
磨

い
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

校

長

　
　田
畑

淳
一

校長　田畑　淳一
熊本県熊本市在住、矢部高校普
通科、筑波大学第二学群農林学
類を卒業し、熊本県立鹿本農業
高校、球磨農業高校、熊本県職
員課、高校教育課指導主事・主
幹、文部科学省教科調査官、天
草拓心高校副校長、鹿本農業高
校校長を経て、令和4年熊本農
業高校校長、現在に至る。

相撲体操の様子

水理実習状況

大型トラクター（自動操舵補助システム）

測量実習状況

　土地改良事業を円滑に推進していくためには、それを担い得る農業農村工学系の若い技術者の育成、
確保が緊急の課題となっている。このため、全国の農業農村工学系の教育現場の学校を紹介すること
により、関係者の関心を高め、若い技術者の育成、確保につなげることとした。
　今回の訪問先は、農業関係高校（全日制）で生徒数日本一を誇り、公務員への就職率が高い熊本農
業高等学校（以下、熊本農業高校）を訪れた。現在、農林水産省には約100名（現役のみ農業土木職以
外も含む）もの卒業生が在籍している。

母校訪問記

訪問者 九州農政局農村振興部設計課　課長補佐 安武　秀一（農業土木科　昭和60年卒）
九州農政局土地改良技術事務所　専門技術指導官 岡村　政廣（農業土木科　平成3年卒）
九州農政局農村振興部設計課　係長 服部　隼人（農業土木科　平成7年卒）
九州農政局八代平野農業水利事業所　係長 林田　大輔（農業土木科　平成12年卒）
九州農政局筑後川下流福岡農業水利事業建設所　係員 森　　隼人（農業土木科　平成28年卒）

●校訓「敬天愛人」～天を敬い 人を愛する～
農業高校生として、大自然の力を尊いものとして敬い、人（生き物）に
対して慈愛をもって接すること。
●建学の精神「其の手足を低き地に働かし 心を高き天に置けよ」
しっかりと大地を耕し、地域に根ざしながら、志や理想は高く、上を向
いて生きることが大切だという意味。
※熊農初代校長 河村 九淵（ちかすえ）先生が残した言葉

～其の手足を低き地に働かし 心を高き天に置けよ～

農業関係高校で生徒数日本一を誇る
熊本農業高等学校（通称：熊農）

“敬天愛人”

1
本
校
の
概
要

本
校
は
、
明
治
三
十
二
年
に
開
校
し
、
創
立

一
二
四
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
農
業
高
校
で

す
。
校
訓
「
敬
天
愛
人
」、
建
学
の
精
神
「
其

の
手
足
を
低
き
地
に
働
か
し
心
は
高
き
天
に

お
け
よ
」
を
教
育
の
基
本
と
し
、
地
域
や
社
会

を
支
え
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
熊
本
県
の
農
業
の

中
心
的
な
役
割
を
担
う
農
業
経
営
者
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
育

成
す
る
学
校
で
す
。

現
在
、
農
業
科
、
園
芸
・
果
樹
科
、
畜
産

科
、
生
活
科
、
農
業
経
済
科
、
食
品
工
業
科
、

農
業
土
木
科
の
七
学
科
が
あ
り
、
生
徒
数
は
、

八
二
八
人
と
農
業
関
係
高
校
（
全
日
制
）
の
中

で
日
本
一
生
徒
数
の
多
い
学
校
で
す
。

熊本
長崎

佐賀
福岡

熊本農業高等学校

訪問状況
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母校訪問記

2
本
校
の
特
徴
や
イ
ベ
ン
ト
紹
介

本
校
で
は
、
学
科
ご
と
に
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
様
々
な
資
格
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

ま
す
。

ま
た
、
二
○
二
○
年
よ
り
県
内
の
農
業
関
係
高
校
一
一

校
一
分
校
が
（
一
社
）
熊
本
農
業
法
人
協
会
と
次
世
代
を

担
う
農
業
人
材
の
育
成
や
就
農
促
進
に
向
け
た
連
携
協
定

を
締
結
す
る
ほ
か
、
自
動
操
舵
補
助
シ
ス
テ
ム
登
載
の
大

型
ト
ラ
ク
タ
ー
と
農
薬
散
布
用
の
大
型
ド
ロ
ー
ン
を
導
入

し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
展
開
に
向
け
た
教
育
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

本
校
の
特
徴
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

○
体
育
大
会（
五
月
）…
農
業
高
校
な
ら
で
は
の
競
技
が
多
数
あ

り
ま
す
。
中
で
も
魅
力
的
な
の
が
鍬
を
使
っ
た
鍬
体
操（
一

年
）、
相
撲
の
動
作
を
取
り
入
れ
た
相
撲
体
操（
二
年
）、
東

京
農
業
大
学
で
有
名
な
大
根
踊
り（
三
年
）で
す
。

※
現
在
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
鍬
体
操
・

相
撲
体
操
・
大
根
踊
り
な
ど
多
数
未
実
施
お
よ
び
縮
小

○
収
穫
感
謝
祭
・
南
園
祭（
十
一
月
）…
年
間
を
通
し
て
動
植
物

の
管
理
実
習
や
学
び
の
過
程
で
得
ら
れ
る
収
穫
の
恵
み
に
感

謝
し
、生
徒
自
ら
で
調
理
し
た
カ
レ
ー
を
会
食
し
ま
す
。（
お

米
や
お
肉
は
学
校
で
作
ら
れ
た
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。）

ま
た
、
南
園
祭
で
は
、
実
習
製
品（
米
、
ハ
ム
、
花
、
卵
な
ど
）

を
直
売
し
多
く
の
地
域
住
民
や
保
護
者
の
方
々
に
好
評
で
す
。

3
農
業
土
木
科
の
紹
介

本
科
で
は
、
農
業
土
木
設
計
・
測
量
・
農
業
土
木
施
工
・

水
循
環
な
ど
の
専
門
科
目
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、「
農
業

土
木
」
の
科
名
を
残
す
県
内
唯
一
の
学
科
で
す
。「
公
務

員
合
格
」
と
「
国
家
資
格
取
得
」
を
目
標
に
農
業
と
農
村
・

地
域
を
支
え
る
技
術
者
を
育
成
す
る
学
科
で
す
。

○
農
業
土
木
科
の
基
本
方
針
・
指
導
目
標

「
慮
る
」
人
材
の
育
成
を
基
本
方
針
と
し
て
、
公
務
員

希
望
者
は
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
配
慮
し
、
業
務
は
考
慮

し
、
災
害
時
の
対
応
を
憂
慮
す
る
。
就
職
希
望
者
は
、
周

囲
を
顧
慮
し
、
技
術
者
と
し
て
ミ
ス
が
な
い
よ
う
に
千
慮

す
る
。
進
学
者
は
、
自
身
の
将
来
を
熟
慮
し
、
遠
慮
深
謀

す
る
。

熊本農業高等学校

本
校
の
校
訓
は
、『
敬
天
愛
人
』、
建
学
の
精
神『
其
手
足
を
低

き
地
に
働
か
し
、
心
を
高
き
天
に
置
け
よ
』を
教
育
の
基
本
と

し
、
農
業
教
育
を
通
し
て
豊
か
な
人
間
性
と
社
会
を
生
き
抜
く

力
を
育
み
、
志
を
高
く
掲
げ
進
化
を
続
け
る
人
材
を
育
て
る
と

と
も
に
、
活
気
に
満
ち
溢
れ
た
学
校
創
り
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

教
育
ス
ロ
ー
ガ
ン『
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
〜
夢
を
目
標
に
、

挑
戦
・
努
力
・
継
続
〜
』の
も
と
、
目
指
す
生
徒
像
と
し
て
、

⑴
自
他
を
認
め
協
働
す
る
生
徒

⑵
問
題
の
本
質
を
探
り
、
課
題
解
決
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組

む
生
徒

⑶
夢
を
目
標
に
変
え
て
、
挑
戦
し
努
力
を
継
続
で
き
る
生
徒

個
性
を
磨
く
と
と
も
に
、
多
様
性
を
認
め
、
周
囲
と
協
働
し

て
課
題
を
発
見
し
、
解
決
に
取
り
組
み
、
夢
を
目
標
に
変
え
て
、

挑
戦
し
努
力
を
継
続
で
き
る
熊
農
生
！
を
掲
げ
、
生
徒
一
人
一

人
が
経
験
を
も
と
に
成
長
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
を
込
め

て
い
ま
す
。

さ
て
、
農
業
土
木
科
は
昭
和
十
九
年
に
創
設
以
来
、
現
在
ま

で「
農
業
土
木
」を
冠
す
る
学
科
と
し
て
大
学
進
学
・
公
務
員
や

建
設
業
界
へ
の
就
職
な
ど
、
産
業
基
盤
と
な
る
農
地
の
保
全
・

発
展
に
寄
与
す
る
多
く
の
農
業
土
木
技
術
者
を
育
成
し
地
域
社

会
へ
人
材
を
送
り
込
ん
で
き
ま
し
た
。
特
に
公
務
員
へ
の
合
格

率
の
高
さ
は
、
本
科
の
魅
力
で
も
あ
り
入
学
し
て
く
る
多
く
の

生
徒
や
保
護
者
も
公
務
員
を
志
望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
連

産
業
へ
の
進
学
や
就
職
す
る
生
徒
も
お
り
、
偏
り
が
な
い
学
科

と
し
て
生
徒
の
進
路
選
択
を
叶
え
る
特
色
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
本
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
不
屈
の
南
園
魂
で
、

将
来
の
農
業
土
木
技
術
者
や
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
資
質
を
磨

い
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

校

長

　
　田
畑

淳
一

校長　田畑　淳一
熊本県熊本市在住、矢部高校普
通科、筑波大学第二学群農林学
類を卒業し、熊本県立鹿本農業
高校、球磨農業高校、熊本県職
員課、高校教育課指導主事・主
幹、文部科学省教科調査官、天
草拓心高校副校長、鹿本農業高
校校長を経て、令和4年熊本農
業高校校長、現在に至る。

相撲体操の様子

水理実習状況

大型トラクター（自動操舵補助システム）

測量実習状況

　土地改良事業を円滑に推進していくためには、それを担い得る農業農村工学系の若い技術者の育成、
確保が緊急の課題となっている。このため、全国の農業農村工学系の教育現場の学校を紹介すること
により、関係者の関心を高め、若い技術者の育成、確保につなげることとした。
　今回の訪問先は、農業関係高校（全日制）で生徒数日本一を誇り、公務員への就職率が高い熊本農
業高等学校（以下、熊本農業高校）を訪れた。現在、農林水産省には約100名（現役のみ農業土木職以
外も含む）もの卒業生が在籍している。

母校訪問記

訪問者 九州農政局農村振興部設計課　課長補佐 安武　秀一（農業土木科　昭和60年卒）
九州農政局土地改良技術事務所　専門技術指導官 岡村　政廣（農業土木科　平成3年卒）
九州農政局農村振興部設計課　係長 服部　隼人（農業土木科　平成7年卒）
九州農政局八代平野農業水利事業所　係長 林田　大輔（農業土木科　平成12年卒）
九州農政局筑後川下流福岡農業水利事業建設所　係員 森　　隼人（農業土木科　平成28年卒）

●校訓「敬天愛人」～天を敬い 人を愛する～
農業高校生として、大自然の力を尊いものとして敬い、人（生き物）に
対して慈愛をもって接すること。
●建学の精神「其の手足を低き地に働かし 心を高き天に置けよ」
しっかりと大地を耕し、地域に根ざしながら、志や理想は高く、上を向
いて生きることが大切だという意味。
※熊農初代校長 河村 九淵（ちかすえ）先生が残した言葉

～其の手足を低き地に働かし 心を高き天に置けよ～

農業関係高校で生徒数日本一を誇る
熊本農業高等学校（通称：熊農）

“敬天愛人”

1
本
校
の
概
要

本
校
は
、
明
治
三
十
二
年
に
開
校
し
、
創
立

一
二
四
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
農
業
高
校
で

す
。
校
訓
「
敬
天
愛
人
」、
建
学
の
精
神
「
其

の
手
足
を
低
き
地
に
働
か
し
心
は
高
き
天
に

お
け
よ
」
を
教
育
の
基
本
と
し
、
地
域
や
社
会

を
支
え
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
熊
本
県
の
農
業
の

中
心
的
な
役
割
を
担
う
農
業
経
営
者
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
育

成
す
る
学
校
で
す
。

現
在
、
農
業
科
、
園
芸
・
果
樹
科
、
畜
産

科
、
生
活
科
、
農
業
経
済
科
、
食
品
工
業
科
、

農
業
土
木
科
の
七
学
科
が
あ
り
、
生
徒
数
は
、

八
二
八
人
と
農
業
関
係
高
校
（
全
日
制
）
の
中

で
日
本
一
生
徒
数
の
多
い
学
校
で
す
。

熊本
長崎

佐賀
福岡

熊本農業高等学校

訪問状況

母校訪問記

2
本
校
の
特
徴
や
イ
ベ
ン
ト
紹
介

本
校
で
は
、
学
科
ご
と
に
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
様
々
な
資
格
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

ま
す
。

ま
た
、
二
○
二
○
年
よ
り
県
内
の
農
業
関
係
高
校
一
一

校
一
分
校
が
（
一
社
）
熊
本
農
業
法
人
協
会
と
次
世
代
を

担
う
農
業
人
材
の
育
成
や
就
農
促
進
に
向
け
た
連
携
協
定

を
締
結
す
る
ほ
か
、
自
動
操
舵
補
助
シ
ス
テ
ム
登
載
の
大

型
ト
ラ
ク
タ
ー
と
農
薬
散
布
用
の
大
型
ド
ロ
ー
ン
を
導
入

し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
展
開
に
向
け
た
教
育
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

本
校
の
特
徴
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

○
体
育
大
会（
五
月
）…
農
業
高
校
な
ら
で
は
の
競
技
が
多
数
あ

り
ま
す
。
中
で
も
魅
力
的
な
の
が
鍬
を
使
っ
た
鍬
体
操（
一

年
）、
相
撲
の
動
作
を
取
り
入
れ
た
相
撲
体
操（
二
年
）、
東

京
農
業
大
学
で
有
名
な
大
根
踊
り（
三
年
）で
す
。

※
現
在
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
鍬
体
操
・

相
撲
体
操
・
大
根
踊
り
な
ど
多
数
未
実
施
お
よ
び
縮
小

○
収
穫
感
謝
祭
・
南
園
祭（
十
一
月
）…
年
間
を
通
し
て
動
植
物

の
管
理
実
習
や
学
び
の
過
程
で
得
ら
れ
る
収
穫
の
恵
み
に
感

謝
し
、生
徒
自
ら
で
調
理
し
た
カ
レ
ー
を
会
食
し
ま
す
。（
お

米
や
お
肉
は
学
校
で
作
ら
れ
た
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。）

ま
た
、
南
園
祭
で
は
、
実
習
製
品（
米
、
ハ
ム
、
花
、
卵
な
ど
）

を
直
売
し
多
く
の
地
域
住
民
や
保
護
者
の
方
々
に
好
評
で
す
。

3
農
業
土
木
科
の
紹
介

本
科
で
は
、
農
業
土
木
設
計
・
測
量
・
農
業
土
木
施
工
・

水
循
環
な
ど
の
専
門
科
目
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、「
農
業

土
木
」
の
科
名
を
残
す
県
内
唯
一
の
学
科
で
す
。「
公
務

員
合
格
」
と
「
国
家
資
格
取
得
」
を
目
標
に
農
業
と
農
村
・

地
域
を
支
え
る
技
術
者
を
育
成
す
る
学
科
で
す
。

○
農
業
土
木
科
の
基
本
方
針
・
指
導
目
標

「
慮
る
」
人
材
の
育
成
を
基
本
方
針
と
し
て
、
公
務
員

希
望
者
は
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
配
慮
し
、
業
務
は
考
慮

し
、
災
害
時
の
対
応
を
憂
慮
す
る
。
就
職
希
望
者
は
、
周

囲
を
顧
慮
し
、
技
術
者
と
し
て
ミ
ス
が
な
い
よ
う
に
千
慮

す
る
。
進
学
者
は
、
自
身
の
将
来
を
熟
慮
し
、
遠
慮
深
謀

す
る
。

熊本農業高等学校

本
校
の
校
訓
は
、『
敬
天
愛
人
』、
建
学
の
精
神『
其
手
足
を
低

き
地
に
働
か
し
、
心
を
高
き
天
に
置
け
よ
』を
教
育
の
基
本
と

し
、
農
業
教
育
を
通
し
て
豊
か
な
人
間
性
と
社
会
を
生
き
抜
く

力
を
育
み
、
志
を
高
く
掲
げ
進
化
を
続
け
る
人
材
を
育
て
る
と

と
も
に
、
活
気
に
満
ち
溢
れ
た
学
校
創
り
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

教
育
ス
ロ
ー
ガ
ン『
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
〜
夢
を
目
標
に
、

挑
戦
・
努
力
・
継
続
〜
』の
も
と
、
目
指
す
生
徒
像
と
し
て
、

⑴
自
他
を
認
め
協
働
す
る
生
徒

⑵
問
題
の
本
質
を
探
り
、
課
題
解
決
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組

む
生
徒

⑶
夢
を
目
標
に
変
え
て
、
挑
戦
し
努
力
を
継
続
で
き
る
生
徒

個
性
を
磨
く
と
と
も
に
、
多
様
性
を
認
め
、
周
囲
と
協
働
し

て
課
題
を
発
見
し
、
解
決
に
取
り
組
み
、
夢
を
目
標
に
変
え
て
、

挑
戦
し
努
力
を
継
続
で
き
る
熊
農
生
！
を
掲
げ
、
生
徒
一
人
一

人
が
経
験
を
も
と
に
成
長
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
を
込
め

て
い
ま
す
。

さ
て
、
農
業
土
木
科
は
昭
和
十
九
年
に
創
設
以
来
、
現
在
ま

で「
農
業
土
木
」を
冠
す
る
学
科
と
し
て
大
学
進
学
・
公
務
員
や

建
設
業
界
へ
の
就
職
な
ど
、
産
業
基
盤
と
な
る
農
地
の
保
全
・

発
展
に
寄
与
す
る
多
く
の
農
業
土
木
技
術
者
を
育
成
し
地
域
社

会
へ
人
材
を
送
り
込
ん
で
き
ま
し
た
。
特
に
公
務
員
へ
の
合
格

率
の
高
さ
は
、
本
科
の
魅
力
で
も
あ
り
入
学
し
て
く
る
多
く
の

生
徒
や
保
護
者
も
公
務
員
を
志
望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
連

産
業
へ
の
進
学
や
就
職
す
る
生
徒
も
お
り
、
偏
り
が
な
い
学
科

と
し
て
生
徒
の
進
路
選
択
を
叶
え
る
特
色
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
本
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
不
屈
の
南
園
魂
で
、

将
来
の
農
業
土
木
技
術
者
や
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
資
質
を
磨

い
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

校

長

　
　田
畑

淳
一

校長　田畑　淳一
熊本県熊本市在住、矢部高校普
通科、筑波大学第二学群農林学
類を卒業し、熊本県立鹿本農業
高校、球磨農業高校、熊本県職
員課、高校教育課指導主事・主
幹、文部科学省教科調査官、天
草拓心高校副校長、鹿本農業高
校校長を経て、令和4年熊本農
業高校校長、現在に至る。

相撲体操の様子

水理実習状況

大型トラクター（自動操舵補助システム）

測量実習状況

　土地改良事業を円滑に推進していくためには、それを担い得る農業農村工学系の若い技術者の育成、
確保が緊急の課題となっている。このため、全国の農業農村工学系の教育現場の学校を紹介すること
により、関係者の関心を高め、若い技術者の育成、確保につなげることとした。
　今回の訪問先は、農業関係高校（全日制）で生徒数日本一を誇り、公務員への就職率が高い熊本農
業高等学校（以下、熊本農業高校）を訪れた。現在、農林水産省には約100名（現役のみ農業土木職以
外も含む）もの卒業生が在籍している。

母校訪問記

訪問者 九州農政局農村振興部設計課　課長補佐 安武　秀一（農業土木科　昭和60年卒）
九州農政局土地改良技術事務所　専門技術指導官 岡村　政廣（農業土木科　平成3年卒）
九州農政局農村振興部設計課　係長 服部　隼人（農業土木科　平成7年卒）
九州農政局八代平野農業水利事業所　係長 林田　大輔（農業土木科　平成12年卒）
九州農政局筑後川下流福岡農業水利事業建設所　係員 森　　隼人（農業土木科　平成28年卒）

●校訓「敬天愛人」～天を敬い 人を愛する～
農業高校生として、大自然の力を尊いものとして敬い、人（生き物）に
対して慈愛をもって接すること。
●建学の精神「其の手足を低き地に働かし 心を高き天に置けよ」
しっかりと大地を耕し、地域に根ざしながら、志や理想は高く、上を向
いて生きることが大切だという意味。
※熊農初代校長 河村 九淵（ちかすえ）先生が残した言葉

～其の手足を低き地に働かし 心を高き天に置けよ～

農業関係高校で生徒数日本一を誇る
熊本農業高等学校（通称：熊農）

“敬天愛人”

1
本
校
の
概
要

本
校
は
、
明
治
三
十
二
年
に
開
校
し
、
創
立

一
二
四
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
農
業
高
校
で

す
。
校
訓
「
敬
天
愛
人
」、
建
学
の
精
神
「
其

の
手
足
を
低
き
地
に
働
か
し
心
は
高
き
天
に

お
け
よ
」
を
教
育
の
基
本
と
し
、
地
域
や
社
会

を
支
え
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
熊
本
県
の
農
業
の

中
心
的
な
役
割
を
担
う
農
業
経
営
者
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
育

成
す
る
学
校
で
す
。

現
在
、
農
業
科
、
園
芸
・
果
樹
科
、
畜
産

科
、
生
活
科
、
農
業
経
済
科
、
食
品
工
業
科
、

農
業
土
木
科
の
七
学
科
が
あ
り
、
生
徒
数
は
、

八
二
八
人
と
農
業
関
係
高
校
（
全
日
制
）
の
中

で
日
本
一
生
徒
数
の
多
い
学
校
で
す
。

熊本
長崎

佐賀
福岡

熊本農業高等学校

訪問状況
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母校訪問記

質
問
③  

熊
本
農
高
生
と
し
て
、
自
慢
す
る
所
は
な
ん
で

す
か
？

こ
ち
ら
も
様
々
な
回
答
が
あ
っ
た
が
、「
普
通
の
高
校

で
は
学
べ
な
い
授
業
（
科
目
）
を
、
実
習
を
通
じ
て
学
べ

る
」
が
四
〇
%
を
占
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
本
校
の
Ｐ
Ｒ
す
る
内
容
が
生
徒
に

認
識
さ
れ
、
目
標
や
や
り
が
い
と
し
て
日
々
学
ん
で
い
る

こ
と
を
表
す
も
の
で
し
た
。

本
業
務
説
明
会
で
は
、
生
徒
よ
り
「
国
家
公
務
員
採
用

後
の
待
遇
」
や
「
仕
事
を
す
る
上
で
の
達
成
感
」
に
関
す

る
質
問
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
、「
農
政
局
」
を
就
職
先
の
一

つ
と
し
て
真
剣
に
考
え
る
生
徒
の
前
向
き
な
姿
勢
を
感
じ

ま
し
た
。

5
農
業
農
村
整
備
事
業

熊
本
県
内
で
は
、
現
在
、
五
地
区
（
海
岸
保
全
事
業
実

施
地
区
含
む
）
の
国
営
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
本
事
業
で
整
備
さ
れ
た
施
設
や
ほ
場
等
の
十
分

な
活
用
を
通
じ
、
本
地
域
が
豊
か
で
住
み
よ
い
農
村
地
域

と
し
て
益
々
発
展
し
て
い
く
よ
う
、
農
林
水
産
省
の
職
員

と
し
て
事
業
推
進
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

6
訪
問
を
終
え
て

今
回
の
母
校
訪
問
で
は
、
創
立
一
二
四
年
を
迎
え
た
本

校
の
歴
史
と
伝
統
を
感
じ
る
と
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍
に
直
面

し
た
先
生
方
の
苦
労
、
生
徒
た
ち
の
も
ど
か
し
さ
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
。

業
務
説
明
会
に
参
加
頂
い
た
三
年
生
は
、
入
学
時
か
ら

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
授
業
規
模
の
縮
小
や
学
校
行
事

の
中
止
・
無
観
客
開
催
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
学
校
生
活

か
ら
は
想
像
で
き
な
い
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
対
応
し
た
取

組
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
業
務
説
明
会
で
は
、
農
業
土
木
科
ら
し
い
体
育

会
系
チ
ッ
ク
な
元
気
な
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
生
徒
一
人
一

人
の
説
明
を
聞
く
際
の
態
度
や
積
極
的
に
質
問
す
る
姿
勢
、

真
剣
な
ま
な
ざ
し
を
直
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
伝
統
あ
る

本
校
の
「
南
園
魂
」
が
脈
略
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
農
業
土
木
」
の
科
名
を
残
す
県
内
唯
一
の
学
科
と
し

て
県
内
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
全
国
の
農
業
と
農
村
・
地
域
を
支
え
る
技
術
者
と
し

て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
我
々
、
先
輩

も
頑
張
ら
ね
ば
と
、
改
め
て
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
母

校
を
後
に
し
ま
し
た
。

ご
多
忙
の
中
、
ご
対
応
頂
い
た
熊
本
農
業
高
校
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

熊本農業高等学校

宇城農地整備事業（受益地を眺める）

安武　秀一
熊本県熊本市出身、
農業土木科を昭和60年卒。
同年4月に農林水産省に入省。
九州農政局及び沖縄総合事務
局、関東農政局、農林水産本省
勤務を経て、令和3年4月より現
在に至る。

岡村　政廣
熊本県宇城市出身、
農業土木科を平成3年卒。
同年4月に農林水産省に入省。
九州農政局及び農林水産本省勤
務を経て、令和3年4月より現在
に至る。

服部　隼人
熊本県熊本市出身、
農業土木科を平成7年卒。
同年4月に農林水産省に入省。
九州農政局及び農林水産本省勤
務を経て、令和2年4月より現在
に至る。

林田　大輔
熊本県宇土市出身、
農業土木科を平成12年卒。
同年4月に農林水産省に入省し、
令和3年4月より現在に至る。

森　隼人
長崎県長崎市出身、
農業土木科を平成28年卒。
同年4月に農林水産省に入省し、
令和4年4月より現在に至る。

母校訪問した卒業生

八代平野農業水利事業
（遥拝頭首工）

○
進
路
状
況
　
　

4
業
務
説
明
会
の
開
催

今
回
の
母
校
訪
問
で
は
、
本
誌
の
取
材
に
併
せ
て
、
農

政
局
の
業
務
説
明
会
を
兼
ね
た
内
容
と
し
、
就
職
や
進
学

を
控
え
る
農
業
土
木
科
の
三
年
生
を
対
象
に
実
施
し
ま
し

た
。ま

ず
は
、
農
林
水
産
省
・
農
政
局
の
業
務
概
要
説
明
を

行
っ
た
後
に
、
生
徒
に
農
政
局
の
仕
事
を
身
近
に
感
じ
て

頂
く
よ
う
熊
本
県
内
の
国
営
事
業
実
施
地
区
の
事
業
概
要

と
併
せ
て
事
業
所
で
の
具
体
的
な
業
務
内
容
に
つ
い
て
動

画
等
を
用
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
営
規
模
で
の

事
業
実
施
事
例
と
し
て

九
州
管
内
の
農
業
用
ダ

ム
に
つ
い
て
も
U
A
V

映
像
等
を
用
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。

最
後
に
生
徒
の
率
直

な
考
え
を
聞
く
た
め
に

今
後
の
将
来
展
望
や
本

校
の
自
慢
で
き
る
所
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
形

式
で
答
え
て
頂
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
次
の
通

り
で
す
。

質
問
①  

今
勉
強
し
て
い
る
農
業
土
木
の
知
識
を
、
将
来
、

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
か
？

グ
ラ
フ
参
照
。

質
問
②  

熊
本
農
業
高
校
（
農
業

土
木
科
）
を
選
ん
だ
理

由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

様
々
な
回
答
が
あ
っ
た
が
、「
農

業
土
木
（
又
は
土
木
）
と
い
う
仕

事
（
学
科
）
に
興
味
が
あ
っ
た
」

が
三
四
%
、「
将
来
、
公
務
員
に

な
り
た
い
か
ら
」
が
三
二
%
を
占

め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

白石　栄二 教諭
平成7年八代農業高校農業土木科卒
業、平成11年東京農業大学農学部農
業工学科卒業、平成14年熊本農業高
校勤務、平成18年南稜高校勤務、平
成31年熊本農業高校勤務、農業土木
科主任、男子・女子サッカー部顧問

古閑　比呂志 教諭
玉名高校卒業、佐賀大学農学部農業
土木学科卒業、民間勤務を経て、佐賀
農業高校、伊万里農林高校、阿蘇農業
高校、球磨農業高校、八代農業高校で
勤務、平成24年より熊本農業高校勤
務、農業土木科3年担任、吹奏楽部・測
量部顧問

大江田　恭男 教諭
八代農業高校農業土木科を卒業後、
宮崎大学農業工学科で学ぶ、阿蘇農
業、球磨農業、南稜高校、八代農業
と県下農業土木がある全ての学校で
勤務、プロジェクト活動も多数指導
し行政や地域との連携を大切にして
いる。高校野球の指導者として30年
勤め、現在農業土木科2年副担任。

村冨　成人 教諭
平成25年熊本農業高校農業土木科卒
業、平成29年鹿児島大学農学部生物
環境学科卒業、令和3年熊本農業高
校勤務、1年農業土木科担任、相撲
部顧問、測量部顧問

江島　智和 実習教師
平成6年熊本農業高校園芸果樹科卒
業、平成8年東京農業大学短期学部
環境緑地学科卒業、平成14年芦北高
校勤務、平成17年鹿本農業高校勤務、
平成20年北稜高校勤務、令和3年熊
本農業高校勤務、柔道部顧問

岩田　圭冬 農務技師
令和4年3月熊本農業高校農業土木科
卒業、令和4年4月熊本農業高校勤務

農業土木科の先生方
職種 H29 H30 R1 R2 R3

公務員 9 5 11 22 16

公務員
（土木職以外） 2 1 5 1 3

土地改良事業　
団体連合会 1 － 1 1 －

土地改良区 － － 1 － －

建設会社 9 7 8 4 7

設計コンサル 2 8 3 2 2

その他
（建設業界以外） 4 6 5 5 2

進学
（4年制大学） 3 4 3 2 6

進学（その他） 10 9 3 5 5

合計 40 40 40 42 41

①土木施設や事業計
画など、自分で設
計する仕事

（設計コンサルタント等）

5％

④その他
　【その他の回答】
・土木に携わらない
・農業に生かしたい
・検討中 8％

③行政として、事業を運
営する仕事（公務員）

71％

②土木施設を自
分で造る仕事
（建設会社等）

16％

業務説明会の様子～生徒からの質問～

母校訪問記

質
問
③  

熊
本
農
高
生
と
し
て
、
自
慢
す
る
所
は
な
ん
で

す
か
？

こ
ち
ら
も
様
々
な
回
答
が
あ
っ
た
が
、「
普
通
の
高
校

で
は
学
べ
な
い
授
業
（
科
目
）
を
、
実
習
を
通
じ
て
学
べ

る
」
が
四
〇
%
を
占
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
本
校
の
Ｐ
Ｒ
す
る
内
容
が
生
徒
に

認
識
さ
れ
、
目
標
や
や
り
が
い
と
し
て
日
々
学
ん
で
い
る

こ
と
を
表
す
も
の
で
し
た
。

本
業
務
説
明
会
で
は
、
生
徒
よ
り
「
国
家
公
務
員
採
用

後
の
待
遇
」
や
「
仕
事
を
す
る
上
で
の
達
成
感
」
に
関
す

る
質
問
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
、「
農
政
局
」
を
就
職
先
の
一

つ
と
し
て
真
剣
に
考
え
る
生
徒
の
前
向
き
な
姿
勢
を
感
じ

ま
し
た
。

5
農
業
農
村
整
備
事
業

熊
本
県
内
で
は
、
現
在
、
五
地
区
（
海
岸
保
全
事
業
実

施
地
区
含
む
）
の
国
営
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
本
事
業
で
整
備
さ
れ
た
施
設
や
ほ
場
等
の
十
分

な
活
用
を
通
じ
、
本
地
域
が
豊
か
で
住
み
よ
い
農
村
地
域

と
し
て
益
々
発
展
し
て
い
く
よ
う
、
農
林
水
産
省
の
職
員

と
し
て
事
業
推
進
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

6
訪
問
を
終
え
て

今
回
の
母
校
訪
問
で
は
、
創
立
一
二
四
年
を
迎
え
た
本

校
の
歴
史
と
伝
統
を
感
じ
る
と
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍
に
直
面

し
た
先
生
方
の
苦
労
、
生
徒
た
ち
の
も
ど
か
し
さ
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
。

業
務
説
明
会
に
参
加
頂
い
た
三
年
生
は
、
入
学
時
か
ら

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
授
業
規
模
の
縮
小
や
学
校
行
事

の
中
止
・
無
観
客
開
催
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
学
校
生
活

か
ら
は
想
像
で
き
な
い
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
対
応
し
た
取

組
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
業
務
説
明
会
で
は
、
農
業
土
木
科
ら
し
い
体
育

会
系
チ
ッ
ク
な
元
気
な
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
生
徒
一
人
一

人
の
説
明
を
聞
く
際
の
態
度
や
積
極
的
に
質
問
す
る
姿
勢
、

真
剣
な
ま
な
ざ
し
を
直
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
伝
統
あ
る

本
校
の
「
南
園
魂
」
が
脈
略
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
農
業
土
木
」
の
科
名
を
残
す
県
内
唯
一
の
学
科
と
し

て
県
内
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
全
国
の
農
業
と
農
村
・
地
域
を
支
え
る
技
術
者
と
し

て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
我
々
、
先
輩

も
頑
張
ら
ね
ば
と
、
改
め
て
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
母

校
を
後
に
し
ま
し
た
。

ご
多
忙
の
中
、
ご
対
応
頂
い
た
熊
本
農
業
高
校
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

熊本農業高等学校

宇城農地整備事業（受益地を眺める）

安武　秀一
熊本県熊本市出身、
農業土木科を昭和60年卒。
同年4月に農林水産省に入省。
九州農政局及び沖縄総合事務
局、関東農政局、農林水産本省
勤務を経て、令和3年4月より現
在に至る。

岡村　政廣
熊本県宇城市出身、
農業土木科を平成3年卒。
同年4月に農林水産省に入省。
九州農政局及び農林水産本省勤
務を経て、令和3年4月より現在
に至る。

服部　隼人
熊本県熊本市出身、
農業土木科を平成7年卒。
同年4月に農林水産省に入省。
九州農政局及び農林水産本省勤
務を経て、令和2年4月より現在
に至る。

林田　大輔
熊本県宇土市出身、
農業土木科を平成12年卒。
同年4月に農林水産省に入省し、
令和3年4月より現在に至る。

森　隼人
長崎県長崎市出身、
農業土木科を平成28年卒。
同年4月に農林水産省に入省し、
令和4年4月より現在に至る。

母校訪問した卒業生

八代平野農業水利事業
（遥拝頭首工）

○
進
路
状
況
　
　

4
業
務
説
明
会
の
開
催

今
回
の
母
校
訪
問
で
は
、
本
誌
の
取
材
に
併
せ
て
、
農

政
局
の
業
務
説
明
会
を
兼
ね
た
内
容
と
し
、
就
職
や
進
学

を
控
え
る
農
業
土
木
科
の
三
年
生
を
対
象
に
実
施
し
ま
し

た
。ま

ず
は
、
農
林
水
産
省
・
農
政
局
の
業
務
概
要
説
明
を

行
っ
た
後
に
、
生
徒
に
農
政
局
の
仕
事
を
身
近
に
感
じ
て

頂
く
よ
う
熊
本
県
内
の
国
営
事
業
実
施
地
区
の
事
業
概
要

と
併
せ
て
事
業
所
で
の
具
体
的
な
業
務
内
容
に
つ
い
て
動

画
等
を
用
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
営
規
模
で
の

事
業
実
施
事
例
と
し
て

九
州
管
内
の
農
業
用
ダ

ム
に
つ
い
て
も
U
A
V

映
像
等
を
用
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。

最
後
に
生
徒
の
率
直

な
考
え
を
聞
く
た
め
に

今
後
の
将
来
展
望
や
本

校
の
自
慢
で
き
る
所
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
形

式
で
答
え
て
頂
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
次
の
通

り
で
す
。

質
問
①  

今
勉
強
し
て
い
る
農
業
土
木
の
知
識
を
、
将
来
、

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
か
？

グ
ラ
フ
参
照
。

質
問
②  

熊
本
農
業
高
校
（
農
業

土
木
科
）
を
選
ん
だ
理

由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

様
々
な
回
答
が
あ
っ
た
が
、「
農

業
土
木
（
又
は
土
木
）
と
い
う
仕

事
（
学
科
）
に
興
味
が
あ
っ
た
」

が
三
四
%
、「
将
来
、
公
務
員
に

な
り
た
い
か
ら
」
が
三
二
%
を
占

め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

白石　栄二 教諭
平成7年八代農業高校農業土木科卒
業、平成11年東京農業大学農学部農
業工学科卒業、平成14年熊本農業高
校勤務、平成18年南稜高校勤務、平
成31年熊本農業高校勤務、農業土木
科主任、男子・女子サッカー部顧問

古閑　比呂志 教諭
玉名高校卒業、佐賀大学農学部農業
土木学科卒業、民間勤務を経て、佐賀
農業高校、伊万里農林高校、阿蘇農業
高校、球磨農業高校、八代農業高校で
勤務、平成24年より熊本農業高校勤
務、農業土木科3年担任、吹奏楽部・測
量部顧問

大江田　恭男 教諭
八代農業高校農業土木科を卒業後、
宮崎大学農業工学科で学ぶ、阿蘇農
業、球磨農業、南稜高校、八代農業
と県下農業土木がある全ての学校で
勤務、プロジェクト活動も多数指導
し行政や地域との連携を大切にして
いる。高校野球の指導者として30年
勤め、現在農業土木科2年副担任。

村冨　成人 教諭
平成25年熊本農業高校農業土木科卒
業、平成29年鹿児島大学農学部生物
環境学科卒業、令和3年熊本農業高
校勤務、1年農業土木科担任、相撲
部顧問、測量部顧問

江島　智和 実習教師
平成6年熊本農業高校園芸果樹科卒
業、平成8年東京農業大学短期学部
環境緑地学科卒業、平成14年芦北高
校勤務、平成17年鹿本農業高校勤務、
平成20年北稜高校勤務、令和3年熊
本農業高校勤務、柔道部顧問

岩田　圭冬 農務技師
令和4年3月熊本農業高校農業土木科
卒業、令和4年4月熊本農業高校勤務

農業土木科の先生方
職種 H29 H30 R1 R2 R3

公務員 9 5 11 22 16

公務員
（土木職以外） 2 1 5 1 3

土地改良事業　
団体連合会 1 － 1 1 －

土地改良区 － － 1 － －

建設会社 9 7 8 4 7

設計コンサル 2 8 3 2 2

その他
（建設業界以外） 4 6 5 5 2

進学
（4年制大学） 3 4 3 2 6

進学（その他） 10 9 3 5 5

合計 40 40 40 42 41

①土木施設や事業計
画など、自分で設
計する仕事

（設計コンサルタント等）

5％

④その他
　【その他の回答】
・土木に携わらない
・農業に生かしたい
・検討中 8％

③行政として、事業を運
営する仕事（公務員）

71％

②土木施設を自
分で造る仕事
（建設会社等）

16％

業務説明会の様子～生徒からの質問～
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母校訪問記

質
問
③  

熊
本
農
高
生
と
し
て
、
自
慢
す
る
所
は
な
ん
で

す
か
？

こ
ち
ら
も
様
々
な
回
答
が
あ
っ
た
が
、「
普
通
の
高
校

で
は
学
べ
な
い
授
業
（
科
目
）
を
、
実
習
を
通
じ
て
学
べ

る
」
が
四
〇
%
を
占
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
本
校
の
Ｐ
Ｒ
す
る
内
容
が
生
徒
に

認
識
さ
れ
、
目
標
や
や
り
が
い
と
し
て
日
々
学
ん
で
い
る

こ
と
を
表
す
も
の
で
し
た
。

本
業
務
説
明
会
で
は
、
生
徒
よ
り
「
国
家
公
務
員
採
用

後
の
待
遇
」
や
「
仕
事
を
す
る
上
で
の
達
成
感
」
に
関
す

る
質
問
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
、「
農
政
局
」
を
就
職
先
の
一

つ
と
し
て
真
剣
に
考
え
る
生
徒
の
前
向
き
な
姿
勢
を
感
じ

ま
し
た
。

5
農
業
農
村
整
備
事
業

熊
本
県
内
で
は
、
現
在
、
五
地
区
（
海
岸
保
全
事
業
実

施
地
区
含
む
）
の
国
営
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
本
事
業
で
整
備
さ
れ
た
施
設
や
ほ
場
等
の
十
分

な
活
用
を
通
じ
、
本
地
域
が
豊
か
で
住
み
よ
い
農
村
地
域

と
し
て
益
々
発
展
し
て
い
く
よ
う
、
農
林
水
産
省
の
職
員

と
し
て
事
業
推
進
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

6
訪
問
を
終
え
て

今
回
の
母
校
訪
問
で
は
、
創
立
一
二
四
年
を
迎
え
た
本

校
の
歴
史
と
伝
統
を
感
じ
る
と
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍
に
直
面

し
た
先
生
方
の
苦
労
、
生
徒
た
ち
の
も
ど
か
し
さ
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
。

業
務
説
明
会
に
参
加
頂
い
た
三
年
生
は
、
入
学
時
か
ら

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
授
業
規
模
の
縮
小
や
学
校
行
事

の
中
止
・
無
観
客
開
催
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
学
校
生
活

か
ら
は
想
像
で
き
な
い
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
対
応
し
た
取

組
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
業
務
説
明
会
で
は
、
農
業
土
木
科
ら
し
い
体
育

会
系
チ
ッ
ク
な
元
気
な
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
生
徒
一
人
一

人
の
説
明
を
聞
く
際
の
態
度
や
積
極
的
に
質
問
す
る
姿
勢
、

真
剣
な
ま
な
ざ
し
を
直
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
伝
統
あ
る

本
校
の
「
南
園
魂
」
が
脈
略
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
農
業
土
木
」
の
科
名
を
残
す
県
内
唯
一
の
学
科
と
し

て
県
内
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
全
国
の
農
業
と
農
村
・
地
域
を
支
え
る
技
術
者
と
し

て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
我
々
、
先
輩

も
頑
張
ら
ね
ば
と
、
改
め
て
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
母

校
を
後
に
し
ま
し
た
。

ご
多
忙
の
中
、
ご
対
応
頂
い
た
熊
本
農
業
高
校
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

熊本農業高等学校

宇城農地整備事業（受益地を眺める）

安武　秀一
熊本県熊本市出身、
農業土木科を昭和60年卒。
同年4月に農林水産省に入省。
九州農政局及び沖縄総合事務
局、関東農政局、農林水産本省
勤務を経て、令和3年4月より現
在に至る。

岡村　政廣
熊本県宇城市出身、
農業土木科を平成3年卒。
同年4月に農林水産省に入省。
九州農政局及び農林水産本省勤
務を経て、令和3年4月より現在
に至る。

服部　隼人
熊本県熊本市出身、
農業土木科を平成7年卒。
同年4月に農林水産省に入省。
九州農政局及び農林水産本省勤
務を経て、令和2年4月より現在
に至る。

林田　大輔
熊本県宇土市出身、
農業土木科を平成12年卒。
同年4月に農林水産省に入省し、
令和3年4月より現在に至る。

森　隼人
長崎県長崎市出身、
農業土木科を平成28年卒。
同年4月に農林水産省に入省し、
令和4年4月より現在に至る。

母校訪問した卒業生

八代平野農業水利事業
（遥拝頭首工）

○
進
路
状
況

　
　

4
業
務
説
明
会
の
開
催

今
回
の
母
校
訪
問
で
は
、
本
誌
の
取
材
に
併
せ
て
、
農

政
局
の
業
務
説
明
会
を
兼
ね
た
内
容
と
し
、
就
職
や
進
学

を
控
え
る
農
業
土
木
科
の
三
年
生
を
対
象
に
実
施
し
ま
し

た
。ま

ず
は
、
農
林
水
産
省
・
農
政
局
の
業
務
概
要
説
明
を

行
っ
た
後
に
、
生
徒
に
農
政
局
の
仕
事
を
身
近
に
感
じ
て

頂
く
よ
う
熊
本
県
内
の
国
営
事
業
実
施
地
区
の
事
業
概
要

と
併
せ
て
事
業
所
で
の
具
体
的
な
業
務
内
容
に
つ
い
て
動

画
等
を
用
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
営
規
模
で
の

事
業
実
施
事
例
と
し
て

九
州
管
内
の
農
業
用
ダ

ム
に
つ
い
て
も
U
A
V

映
像
等
を
用
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。

最
後
に
生
徒
の
率
直

な
考
え
を
聞
く
た
め
に

今
後
の
将
来
展
望
や
本

校
の
自
慢
で
き
る
所
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
形

式
で
答
え
て
頂
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
次
の
通

り
で
す
。

質
問
①  

今
勉
強
し
て
い
る
農
業
土
木
の
知
識
を
、
将
来
、

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
か
？

グ
ラ
フ
参
照
。

質
問
②  

熊
本
農
業
高
校
（
農
業

土
木
科
）
を
選
ん
だ
理

由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

様
々
な
回
答
が
あ
っ
た
が
、「
農

業
土
木
（
又
は
土
木
）
と
い
う
仕

事
（
学
科
）
に
興
味
が
あ
っ
た
」

が
三
四
%
、「
将
来
、
公
務
員
に

な
り
た
い
か
ら
」
が
三
二
%
を
占

め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

白石　栄二 教諭
平成7年八代農業高校農業土木科卒
業、平成11年東京農業大学農学部農
業工学科卒業、平成14年熊本農業高
校勤務、平成18年南稜高校勤務、平
成31年熊本農業高校勤務、農業土木
科主任、男子・女子サッカー部顧問

古閑　比呂志 教諭
玉名高校卒業、佐賀大学農学部農業
土木学科卒業、民間勤務を経て、佐賀
農業高校、伊万里農林高校、阿蘇農業
高校、球磨農業高校、八代農業高校で
勤務、平成24年より熊本農業高校勤
務、農業土木科3年担任、吹奏楽部・測
量部顧問

大江田　恭男 教諭
八代農業高校農業土木科を卒業後、
宮崎大学農業工学科で学ぶ、阿蘇農
業、球磨農業、南稜高校、八代農業
と県下農業土木がある全ての学校で
勤務、プロジェクト活動も多数指導
し行政や地域との連携を大切にして
いる。高校野球の指導者として30年
勤め、現在農業土木科2年副担任。

村冨　成人 教諭
平成25年熊本農業高校農業土木科卒
業、平成29年鹿児島大学農学部生物
環境学科卒業、令和3年熊本農業高
校勤務、1年農業土木科担任、相撲
部顧問、測量部顧問

江島　智和 実習教師
平成6年熊本農業高校園芸果樹科卒
業、平成8年東京農業大学短期学部
環境緑地学科卒業、平成14年芦北高
校勤務、平成17年鹿本農業高校勤務、
平成20年北稜高校勤務、令和3年熊
本農業高校勤務、柔道部顧問

岩田　圭冬 農務技師
令和4年3月熊本農業高校農業土木科
卒業、令和4年4月熊本農業高校勤務

農業土木科の先生方
職種 H29 H30 R1 R2 R3

公務員 9 5 11 22 16

公務員
（土木職以外） 2 1 5 1 3

土地改良事業　
団体連合会 1 － 1 1 －

土地改良区 － － 1 － －

建設会社 9 7 8 4 7

設計コンサル 2 8 3 2 2

その他
（建設業界以外） 4 6 5 5 2

進学
（4年制大学） 3 4 3 2 6

進学（その他） 10 9 3 5 5

合計 40 40 40 42 41

①土木施設や事業計
画など、自分で設
計する仕事

（設計コンサルタント等）

5％

④その他
　【その他の回答】
・土木に携わらない
・農業に生かしたい
・検討中 8％

③行政として、事業を運
営する仕事（公務員）

71％

②土木施設を自
分で造る仕事
（建設会社等）

16％

業務説明会の様子～生徒からの質問～

母校訪問記

質
問
③  

熊
本
農
高
生
と
し
て
、
自
慢
す
る
所
は
な
ん
で

す
か
？

こ
ち
ら
も
様
々
な
回
答
が
あ
っ
た
が
、「
普
通
の
高
校

で
は
学
べ
な
い
授
業
（
科
目
）
を
、
実
習
を
通
じ
て
学
べ

る
」
が
四
〇
%
を
占
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
本
校
の
Ｐ
Ｒ
す
る
内
容
が
生
徒
に

認
識
さ
れ
、
目
標
や
や
り
が
い
と
し
て
日
々
学
ん
で
い
る

こ
と
を
表
す
も
の
で
し
た
。

本
業
務
説
明
会
で
は
、
生
徒
よ
り
「
国
家
公
務
員
採
用

後
の
待
遇
」
や
「
仕
事
を
す
る
上
で
の
達
成
感
」
に
関
す

る
質
問
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
、「
農
政
局
」
を
就
職
先
の
一

つ
と
し
て
真
剣
に
考
え
る
生
徒
の
前
向
き
な
姿
勢
を
感
じ

ま
し
た
。

5
農
業
農
村
整
備
事
業

熊
本
県
内
で
は
、
現
在
、
五
地
区
（
海
岸
保
全
事
業
実

施
地
区
含
む
）
の
国
営
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
本
事
業
で
整
備
さ
れ
た
施
設
や
ほ
場
等
の
十
分

な
活
用
を
通
じ
、
本
地
域
が
豊
か
で
住
み
よ
い
農
村
地
域

と
し
て
益
々
発
展
し
て
い
く
よ
う
、
農
林
水
産
省
の
職
員

と
し
て
事
業
推
進
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

6
訪
問
を
終
え
て

今
回
の
母
校
訪
問
で
は
、
創
立
一
二
四
年
を
迎
え
た
本

校
の
歴
史
と
伝
統
を
感
じ
る
と
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍
に
直
面

し
た
先
生
方
の
苦
労
、
生
徒
た
ち
の
も
ど
か
し
さ
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
。

業
務
説
明
会
に
参
加
頂
い
た
三
年
生
は
、
入
学
時
か
ら

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
授
業
規
模
の
縮
小
や
学
校
行
事

の
中
止
・
無
観
客
開
催
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
学
校
生
活

か
ら
は
想
像
で
き
な
い
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
対
応
し
た
取

組
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
業
務
説
明
会
で
は
、
農
業
土
木
科
ら
し
い
体
育

会
系
チ
ッ
ク
な
元
気
な
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
生
徒
一
人
一

人
の
説
明
を
聞
く
際
の
態
度
や
積
極
的
に
質
問
す
る
姿
勢
、

真
剣
な
ま
な
ざ
し
を
直
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
伝
統
あ
る

本
校
の
「
南
園
魂
」
が
脈
略
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
農
業
土
木
」
の
科
名
を
残
す
県
内
唯
一
の
学
科
と
し

て
県
内
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
全
国
の
農
業
と
農
村
・
地
域
を
支
え
る
技
術
者
と
し

て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
我
々
、
先
輩

も
頑
張
ら
ね
ば
と
、
改
め
て
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
母

校
を
後
に
し
ま
し
た
。

ご
多
忙
の
中
、
ご
対
応
頂
い
た
熊
本
農
業
高
校
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

熊本農業高等学校

宇城農地整備事業（受益地を眺める）

安武　秀一
熊本県熊本市出身、
農業土木科を昭和60年卒。
同年4月に農林水産省に入省。
九州農政局及び沖縄総合事務
局、関東農政局、農林水産本省
勤務を経て、令和3年4月より現
在に至る。

岡村　政廣
熊本県宇城市出身、
農業土木科を平成3年卒。
同年4月に農林水産省に入省。
九州農政局及び農林水産本省勤
務を経て、令和3年4月より現在
に至る。

服部　隼人
熊本県熊本市出身、
農業土木科を平成7年卒。
同年4月に農林水産省に入省。
九州農政局及び農林水産本省勤
務を経て、令和2年4月より現在
に至る。

林田　大輔
熊本県宇土市出身、
農業土木科を平成12年卒。
同年4月に農林水産省に入省し、
令和3年4月より現在に至る。

森　隼人
長崎県長崎市出身、
農業土木科を平成28年卒。
同年4月に農林水産省に入省し、
令和4年4月より現在に至る。

母校訪問した卒業生

八代平野農業水利事業
（遥拝頭首工）

○
進
路
状
況

　
　

4
業
務
説
明
会
の
開
催

今
回
の
母
校
訪
問
で
は
、
本
誌
の
取
材
に
併
せ
て
、
農

政
局
の
業
務
説
明
会
を
兼
ね
た
内
容
と
し
、
就
職
や
進
学

を
控
え
る
農
業
土
木
科
の
三
年
生
を
対
象
に
実
施
し
ま
し

た
。ま

ず
は
、
農
林
水
産
省
・
農
政
局
の
業
務
概
要
説
明
を

行
っ
た
後
に
、
生
徒
に
農
政
局
の
仕
事
を
身
近
に
感
じ
て

頂
く
よ
う
熊
本
県
内
の
国
営
事
業
実
施
地
区
の
事
業
概
要

と
併
せ
て
事
業
所
で
の
具
体
的
な
業
務
内
容
に
つ
い
て
動

画
等
を
用
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
営
規
模
で
の

事
業
実
施
事
例
と
し
て

九
州
管
内
の
農
業
用
ダ

ム
に
つ
い
て
も
U
A
V

映
像
等
を
用
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。

最
後
に
生
徒
の
率
直

な
考
え
を
聞
く
た
め
に

今
後
の
将
来
展
望
や
本

校
の
自
慢
で
き
る
所
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
形

式
で
答
え
て
頂
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
次
の
通

り
で
す
。

質
問
①  

今
勉
強
し
て
い
る
農
業
土
木
の
知
識
を
、
将
来
、

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
か
？

グ
ラ
フ
参
照
。

質
問
②  

熊
本
農
業
高
校
（
農
業

土
木
科
）
を
選
ん
だ
理

由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

様
々
な
回
答
が
あ
っ
た
が
、「
農

業
土
木
（
又
は
土
木
）
と
い
う
仕

事
（
学
科
）
に
興
味
が
あ
っ
た
」

が
三
四
%
、「
将
来
、
公
務
員
に

な
り
た
い
か
ら
」
が
三
二
%
を
占

め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

白石　栄二 教諭
平成7年八代農業高校農業土木科卒
業、平成11年東京農業大学農学部農
業工学科卒業、平成14年熊本農業高
校勤務、平成18年南稜高校勤務、平
成31年熊本農業高校勤務、農業土木
科主任、男子・女子サッカー部顧問

古閑　比呂志 教諭
玉名高校卒業、佐賀大学農学部農業
土木学科卒業、民間勤務を経て、佐賀
農業高校、伊万里農林高校、阿蘇農業
高校、球磨農業高校、八代農業高校で
勤務、平成24年より熊本農業高校勤
務、農業土木科3年担任、吹奏楽部・測
量部顧問

大江田　恭男 教諭
八代農業高校農業土木科を卒業後、
宮崎大学農業工学科で学ぶ、阿蘇農
業、球磨農業、南稜高校、八代農業
と県下農業土木がある全ての学校で
勤務、プロジェクト活動も多数指導
し行政や地域との連携を大切にして
いる。高校野球の指導者として30年
勤め、現在農業土木科2年副担任。

村冨　成人 教諭
平成25年熊本農業高校農業土木科卒
業、平成29年鹿児島大学農学部生物
環境学科卒業、令和3年熊本農業高
校勤務、1年農業土木科担任、相撲
部顧問、測量部顧問

江島　智和 実習教師
平成6年熊本農業高校園芸果樹科卒
業、平成8年東京農業大学短期学部
環境緑地学科卒業、平成14年芦北高
校勤務、平成17年鹿本農業高校勤務、
平成20年北稜高校勤務、令和3年熊
本農業高校勤務、柔道部顧問

岩田　圭冬 農務技師
令和4年3月熊本農業高校農業土木科
卒業、令和4年4月熊本農業高校勤務

農業土木科の先生方
職種 H29 H30 R1 R2 R3

公務員 9 5 11 22 16

公務員
（土木職以外） 2 1 5 1 3

土地改良事業　
団体連合会 1 － 1 1 －

土地改良区 － － 1 － －

建設会社 9 7 8 4 7

設計コンサル 2 8 3 2 2

その他
（建設業界以外） 4 6 5 5 2

進学
（4年制大学） 3 4 3 2 6

進学（その他） 10 9 3 5 5

合計 40 40 40 42 41

①土木施設や事業計
画など、自分で設
計する仕事

（設計コンサルタント等）

5％

④その他
　【その他の回答】
・土木に携わらない
・農業に生かしたい
・検討中 8％

③行政として、事業を運
営する仕事（公務員）

71％

②土木施設を自
分で造る仕事
（建設会社等）

16％

業務説明会の様子～生徒からの質問～
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